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第５章　結　　　語
　
　本報告の調査地点は鹿田遺跡の中央部に位置する。周辺では2013年に第18次調査Ｂ地点、2014年に第14次調査
地点、2017年に第９・11次調査地点、2018年に第20次Ａ地点・第25次調査地点の発掘調査報告書を刊行している。
これらの調査面積は9400㎡を超え、本報告の第20次調査Ｂ・Ｄ地点を加えると、鹿田遺跡の中央部の状況がひろ
く明らかとなってきたといえる。特に本地点と南に隣接する第９・11・14次調査地点を貫いて、屋敷地を区画す
るいくつかの主要な溝が走行しており、中世から近世にかけての集落構造を検討するうえで重要な知見を得るこ
とができた。
中世以降の集落構造
　本調査地点では25基の井戸を検出し、その埋没時期には11世紀前半～19世紀前半までの幅が認められた。これ
らの井戸の時期と配置および溝との対応関係を整理しよう。
　中世前半の13基の井戸は、①11世紀前半～12世紀初頭（井戸２・３）、②11世紀後葉～12世紀前半（井戸４・
５・６・７）、③12世紀中葉～後葉（井戸８・９）、④13世紀前葉～中葉（井戸10・11）、⑤13世紀中頃～後半（井
戸12～14）である。一時期には２基ずつが認められ、屋敷としては２つの単位が見出せる。溝との対応をみてみ
ると、①②の時期に対応する溝は溝10～13であり、12世紀前半に埋まるものである。掘削時期を確定しえないが、
①の時期になかったことも断定はできない。③の時期には12世紀後半～末に埋まる溝14・14ａが、④には13世紀
前半に埋まる溝15・16が、⑤には13世紀末～14世紀初頭に埋まる溝18～20が、それぞれ対応すると考えられる。
　中世後半～近世の11基の井戸のうち時期が押さえられるものは⑥15世紀後半～16世紀前半（井戸15～18）、⑦16
世紀末～17世紀前半（井戸22）、⑧18世紀前半～後半（井戸23・24）、⑨19世紀前半（井戸25）である。屋敷とし
ては同時期には１～２つが想定される。これら⑥～⑨期を通じて、区画溝である溝21～24が機能している。また
前述の中世前半期では、調査地点内の北区・西区・東区全域で井戸があることから屋敷の存在が予想されるのに
対し、15世紀後半以降は北区に集中している。中世後半～近世にかけて屋敷は北区一帯にまとまる傾向が認めら
れ、西区・東区は耕作地に変わっている。
　このようにみてくると、本調査地点の溝の埋没時期を手掛かりにＡ：12世紀前半、Ｂ：12世紀末～13世紀初頭、
Ｃ：13世紀前半、Ｄ：13世紀末～14世紀初頭、Ｅ：19世紀前半の各時期に溝の掘削や土地造成といった改変が行
われたことが想定される。Ａ・Ｃ期の溝については後述するが、Ｂ・Ｄ・Ｅ期に埋まる溝は、鹿田条里に沿うも
ので区画溝である。Ｂ期とＤ期では溝の規模（幅・深さ）が拡大しており、溝14の幅2.3ｍ、深さ0.7ｍに対し、溝
18は幅3.7ｍ、深さ0.9ｍと大型化する。さらにＤ期とＥ期の溝においても規模感はさらに拡大傾向にあることが指
摘されている（山本・岩﨑2017）。こうした区画溝で仕切られた屋敷地の規模と構造についても再検討する知見が
得られたが、稿を改めて考えることとしたい。
　12世紀前半の溝10・11および13世紀前半の溝15については正方位の方向が注目される。溝10・11の北の延長線
上には敷地北端に位置する第21次調査Ａ・Ｂ地点−溝１、南の延長線上には第11次調査−溝24があり、12世紀前
半に埋まる点でも一致するものである。このラインの西５ｍに並行して本調査−溝15・第25次調査−溝18、さら
に西５ｍの位置に並行して第25次調査−溝19が認められる。これらは13世紀代に比定されるが、並行関係を積極
的にとらえると、12世紀代、13世紀代に正方位の南北方向の道の存在が浮かび上がる。本遺跡では奈良時代後半
以降、建物軸方向や区画溝の方向は鹿田条里に沿っていることが確認される。屋敷地の状況は断絶と再編が認め
られ、10世紀代～11世紀初めには空白期が指摘される。正方位の溝は、この空白期の後に作られ、12世紀前半に
埋没する段階（Ａ期）およびＢ期からＤ期への画期となる13世紀前半に埋没する段階（Ｃ期）にあたるもので、
それぞれ集落の画期にあたる段階に正方位の基準ラインの意識が認められるものと考えられる。その意義につい



― 127 ―

結語

てはまだ検討の余地が多分にあり明らかにできていない。
　溝21～24のいずれも、Ｄ期の溝の廃絶と入れ替わるように14世紀中頃に掘削され、19世紀前半まで機能したも
のである。これらの溝により区画された屋敷地が確認された。その規模は一辺40ｍの方形となる。中世後半以降、
鹿田遺跡の既調査地点では、第９次調査の北西部を除いて、耕作地への変化が見られる状況であった。本地点北
区では、15世紀後半以降19世紀前半まで井戸が継続的に確認され、１～２つの屋敷の存在が想定される。近世末
まで屋敷地としての利用されたことが明らかとなったのは、本調査地点が初めてである。井戸周辺で多数検出さ
れた土坑についても、耕作地で多く認められる野壺とは形状が異なり、その機能としては貯蔵穴やトイレ等を検
討すべきであろう。また本調査地点では＜４層＞・＜３層＞段階に造成が繰り返し行われたことが窺える堆積状
況が見られる。同時期には耕作域が広がると判断された南側の第９・11次調査地点よりも遺構検出面が高いこと
が指摘できる。
特徴的な遺物
　北区では16世紀末の土坑６が検出され、出土した文字瓦が注目される。「寺」の一文字が陽刻されるもので、形
状から獅子口等の鬼瓦類の可能性がある。１点の確認であるが、この瓦の存在は重要である。これまでの調査で
は銅鋺（第６次調査出土）や、碁石（第７次・17次調査ほか）等から宗教施設の存在を想定していた。本調査地
点の文字瓦と、周辺の中世後半の遺構から瓦の出土が目立つ点は「寺」の存在を強力に示すものと考える。やや
想像をたくましくするなら、中世後半以降、寺を中心に居住地点が集中していくようすを、本調査地点の遺構状
況は示しているのかもしれない。土坑６周辺では井戸15・16等、大量の礫が廃棄される井戸のほか、多数の瓦が
出土しており、瓦葺建物や石組の構造物が想定される。
　集落内での手工業生産を示す資料として、井戸・溝から出土した鞴の羽口、鉄滓が注目される。第９・11次調
査地点でも指摘されていたが、本地点周辺で、土器生産、鉄器・石器ほかの加工などの作業が行われた証左とな
る可能性がある。そのほか焼けた粘土隗が多見される。井戸12の埋土中から出土した粘土隗には平坦面が観察さ
れるほか、スサのようなものが混入しており、住居の土壁片が想起される。同井戸および溝22の埋土中に焼けた
瓦が多く認められ、火災があった可能性も考えられる。
　京焼の猿形水滴については報告中で述べたが、屋敷地内の出土品としてほかにも漢詩の文様を有する肥前磁器
（井戸23）、肥前磁器水滴（土坑20）等、一定の教養ある人物を想起させる品が注目される。その他の食器等につ
いても一般庶民ではなく裕福な層が想定される内容である。鹿田遺跡内では第22次調査地点付近に大正時代の大
庄屋が居住していたことがわかっているが、本地点で19世紀前半まで存在した屋敷の主としては大庄屋というよ
うな層が考えられよう。

　以上のように、本調査地点では特に南半に大規模な攪乱がありながらも重要な成果を得ることができた。本地
点で初確認された近世集落については今後第18次調査地点の成果を整理したうえで再検討したい。残された第は
多々あり、遺構・遺物に関しての分析・検討はこれからも継続する。岡山大学構内の鹿田遺跡のみならず周辺遺
跡の調査状況および文献史料の分析も加味して、鹿田遺跡の実態解明をすすめていきたい。
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